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はじめに

【令和２年度東京都市町村社会教育委員連絡協議会統一テーマ】
開かれ つながる社会教育の推進

～住みよい地域づくりに多様な人材と連携を～

【第４ブロック研修会テーマ】
社会教育のあるべき姿について

～地域人材、学校、行政との協働（連携）事例から学ぶ～
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１．講師紹介

川原 健太郎 (かわはら けんたろう)
作新学院大学人間文化学部 准教授
博士(教育学) 専門：社会教育・生涯学習

・早稲田大学教育学部卒
早稲田大学大学院教育学研究科博士後期課程単位取得退学

・早稲田大学助手、早稲田大学非常勤講師、
公益財団法人荒川区自治総合研究所研究員、
内閣府経済社会総合研究所政策調査員、早稲田大学助教授、
作新学院大学非常勤講師を経て現職。

・西東京市社会教育委員、府中市史編さん専門部会委員等



少子高齢化

家族形態・ライフ
スタイルの多様化

グローバル化・情報化

学校教育の変化
（社会に開かれた教育課程）

２．社会教育を取り巻く状況



２．社会教育を取り巻く状況

【出典】
中教審第212号「人口減少時代の新しい地域づくりに向けた社会教育の振興方策について（答申）」（平成30年12月21日）

～少子高齢化～



２．社会教育を取り巻く状況 ～少子高齢化～

「共働き等世帯数の推移」
【出典】 「令和2年版男女共同白書(概要)」内閣府男女共同参画局、令和2年7月、p.6。



２．社会教育を取り巻く状況 ～ライフスタイルの変化～

【出典】
内閣府「社会意識に関する世論調査」（平成30年２月）



２．社会教育を取り巻く状況 ～情報化～

【出典】
中教審第212号「人口減少時代の新しい地域づくりに向けた社会教育の振興方策について（答申）」（平成30年12月21日）



２．社会教育を取り巻く状況 ～学校教育の変化～

【出典】
文部科学省「社会に開かれた教育課程の実現に向けて」



社会教育法の改正
（平成29年３月）

総合教育政策局の設置
（平成30年10月）

中央教育審議会答申
「新しい時代の教育や地方創生の実現に向けた学校と地域の連
携・協働の在り方や今後の推進方策について」

（平成27年12月）

２．社会教育を取り巻く状況



２．社会教育を取り巻く状況 ～社会教育法の改正～

【出典】
文部科学省「地域学校協働活動の推進に関する社会教育法の改正及びガイドライン説明会」



２．社会教育を取り巻く状況 ～総合教育政策局の設置～

【出典】
文部科学省「文部科学省の組織再編」(平成30年10月16日)



２．社会教育を取り巻く状況

状況の変化（地域との関係の希薄化等）に伴い、
社会教育に求められる役割が大きくなっている

地域の人々の活動拠点となる学校と地域の協働の強化
（地域の活性化、次世代を担う子どもの育成）

地域学校協働活動



３．西東京市における社会教育の状況

【市の概要】

〇 制定 平成13年１月21日
〇 面積 5.85k㎡
〇 人口 205,907人（令和２年10月１日現在）

旧田無市
旧保谷市



社会教育委員の会議研修会

【社会教育委員の会議】

３．西東京市における社会教育の状況

放課後子供教室視察

提言の提出



３．西東京市における社会教育の状況

【放課後子供教室事業】

よさこいソーラン

校庭開放 自由学習



３．西東京市における社会教育の状況

【放課後子供教室事業】
～コロナ禍での取組～

-短冊や折り紙の設置-

-完成した七夕飾り-



卓球教室

３．西東京市における社会教育の状況

科学あそび

【地域生涯学習事業】

伝統行事と昔あそび



縄文の森の秋まつり

３．西東京市における社会教育の状況

シニア大学

【文化財保護事業】

新入職員研修

国史跡 下野谷遺跡

©T&K／西東京市



４．今後、社会教育に求められるもの
～他市事例に学ぶ～

【紹介事例】

栃木県立烏山高校
地域課題解決型キャリア教育「烏山学」

(学校と地域の連携・協働による地域課題解決型キャリア教育)
調査日：令和２年９月３日、於栃木県立烏山高校



（１）栃木県那須烏山市の紹介

〇那須烏山市の位置

・平成17年10月那須郡南那須町と

同郡烏山町の合併により誕生

・栃木県南東部

・宇都宮市から30-35キロの距離

・おおよそ電車で1時間程度

・人口25,707人(令和2年10月1日現在)
🔺那須烏山市HP

http://www.city.nasukarasuyama.lg.jp/index.cfm/1,html

４．今後、社会教育に求められるもの
～他市事例に学ぶ～

http://www.city.nasukarasuyama.lg.jp/index.cfm/1,html


〇那須烏山市の産業

①農業

・農業は稲作と養豚、乳用牛、肉用牛などの

畜産が主(減少傾向)

・近年は首都圏農業が推進され、トマト、いちご、

なし等の園芸、観光農園や直売所等が盛ん

②工業

・烏山和紙など伝統的工業、1975年以降企業誘致

に成功するも近年は産業の空洞化

③観光

・国指定の重要無形民俗文化財である「山あげ行事」

2019年山あげ祭フォトコンテスト

受賞作品

北関東綜合警備保障㈱賞
「大山を下ろす」

４．今後、社会教育に求められるもの
～他市事例に学ぶ～



・明治40年認可・開校の私立烏山学館、

大正10年設立の烏山町立実業女学校を

ルーツに持つ学校

・2008年に両校が統合されて現在の烏山

高校となる

・市内唯一の高等学校(全日制普通科)

・ルーツが、地域の篤志家による私立学

校ということもあり地域との結びつき

が強い印象を受ける。

▲ルーツとなる両校の創立者の銅像が置かれている。

(撮影：川原健太郎 2020年9月3日)

４．今後、社会教育に求められるもの
～他市事例に学ぶ～

（２）栃木県立烏山高等学校



４．今後、社会教育に求められるもの
～他市事例に学ぶ～

（３）「烏山学」取り組みの経緯

・那須烏山市、高根沢町、JR東日本、栃木銀行による地方創生関連

交付金事業「JR烏山沿線まちづくり推進事業 ～七福神プロジェク

ト～ 」の一つとして起こされる

・スタートは平成29年度（平成29年度は1年生のみで実施）

・平成30年度は、２年生は「校外学習「烏山学+」(プラス)を学習

・令和元年度、３年生は「烏山学」を学習

・令和２年度で４年度目、現在３冊の報告書が発行



４．今後、社会教育に求められるもの
～他市事例に学ぶ～

・費用は市が負担をしている

・共通プログラム「山あげ」(お祭り)

背景には高校生の参加を期待する地域の要望もある

・地域にとっては、山あげを理解する若い人が増え、高校生も担い

手となる利点がある。

・市や市民の反応の実感は、地域に若い人々がかかわることのあり

がたさ、地域に若い人が来るというもの

(令和２年９月３日烏山高校インタビュー調査コメントより：川原健太郎)



４．今後、社会教育に求められるもの
～他市事例に学ぶ～

（４）地域課題解決型キャリア教育「烏山学」の概要

【目的】

・「グローカル人材の育成」と「将来、地域社会で活躍するリーダーの育成」

という、地域社会から期待される役割をより力強く果たすため、生徒を地

域に送り、地域に学ぶ地域課題解決学習を通して、生徒の自ら課題を発見

し解決を図る思考力や判断力、社会参画等の実践力を育成する。

「令和元年度地域課題解決型キャリア教育「烏山学」実施報告書」

栃木県立烏山高校地域連携係、2020年、p.2

・スタートがキャリア教育だったため名称にキャリア教育がついている

・現在は探求型教育に焦点がシフトされている

(烏山高校調査におけるインタビューによる)



４．今後、社会教育に求められるもの
～他市事例に学ぶ～

【対象】烏山高校の1年生全員

【主な内容】

・烏山学開講式・ガイダンス

・共通プログラム「山あげ体験学習」

・選択プログラム（事前オリエンテーション）

・選択プログラム（フィールドワーク）

・烏山学全体発表会

⇒地域の関心や生徒自身が考える学びが中心になっている。

⇒ 1年生の生徒に希望をとり、学びたい内容を分けている。

⇒詳細は実施プログラム一覧参照(「令和元年「烏山学」報告書」p.3)



写真の出典：(「烏山高校ホームページ」2020年10月15日閲覧)http://www.tochigi-edu.ed.jp/karasuyama/nc2/index.php?key=jomk52q9m-205

🔺共通プログラム 「山あげ祭 烏山高校特別公演」 🔺選択プログラム

４．今後、社会教育に求められるもの
～他市事例に学ぶ～

http://www.tochigi-edu.ed.jp/karasuyama/nc2/index.php?key=jomk52q9m-205


４．今後、社会教育に求められるもの
～他市事例に学ぶ～

（５）２年生校外学習「烏山学＋(プラス)」の概要

【目的】

・那須烏山市外での校外学習を通して、外から地元を見る視点を得ると同時

に、生徒一人一人の社会的・職業的な自立を促すキャリア教育の充実に資

することを目的とする。

【対象】２年生全員

【主な内容】

・共通プログラムII「烏山城を知る」

・事前オリエンテーション

・フィールドワーク

・スタディスキル演習I、II、III等

(詳細は実施プログラム一覧参照(「令和元年「烏山学」報告書」p.7)



４．今後、社会教育に求められるもの
～他市事例に学ぶ～

（６）3年生「烏山学」

【目的】

・地域解決型キャリア教育「烏山学」のまとめとして、再度那須烏山市を

フィールドにした地域課題解決学習と、3年間の取り組みのふりかえりを実

施することで、進路意識の醸成を図り、生徒一人一人の社会的・職業的な

自立を促すキャリア教育の充実に資することを目的とする。

【対象】3年生全員

【主な内容】

・共通プログラムIII「烏山和紙を知る」

・フィールドワーク

・烏山学まとめ

(詳細は実施プログラム一覧参照(「令和元年「烏山学」報告書」p.12)



＜3年生の3年間の烏山学アンケート結果推移＞
「令和元年「烏山学」報告書」p.27

平成29年度、1年生から烏山学を学んだ生
徒たちへのアンケート結果

４．今後、社会教育に求められるもの
～他市事例に学ぶ～

（７）アンケート結果から



４．今後、社会教育に求められるもの
～他市事例に学ぶ～

（７）地域連携教員と社会教育

・地域連携教員（栃木県）

・「地域連携教員の設置に関する指針」

（平成26 年２月14 日栃木県教育委員会教育長決裁）

第１ 目的 各学校に地域連携に携わる教員を「地域連携教員」として設置することにより、学

校と地域が連携した教育活動を、生涯学習の視点から効果的・効率的に展開するこ

とを目的とする。

第２ 対象 本指針の対象校は、栃木県内の公立学校（小学校、中学校、義務教育学校、高等学

校、特別支援学校）とする。

第３ 指名 地域連携教員は、対象校の教職員であって、次に該当する者のうちから、所属校の

校長が指名し校務分掌に位置づける。

(1) 社会教育法（昭和24 年法律第207 号）第９条の４に規定する社会教育主事の資

格を有する者



５．まとめ



ご清聴ありがとうございました。
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